
暮らしの
調べが
聴こえる

今を生きるひとの思いを量り、想いを巡らす令和の都市生活者コラム

season２

第五回収入階層でみる意識の差。

公益財団法人ハイライフ研究所
令和３年９月

主任研究員 福與 宜治



生活実感
生き方

暮らしの
現状

衣 食 住

健康 情報 収入・支出
資産

仕事

家庭 余暇 老後

社会
新型コロナ
ウィルス

ひととの
かかわり

都
市
に
生
き
る
ひ
と
の
鼓
動
と
「
自
分
」

い
ま
を
生
き
る
ひ
と
の
呼
吸
と
「
自
分
」

都
市
生
活
者
意
識
調
査
な
ど
の
デ
ー
タ
を
「
個
人
の
暮
ら
し
」
に
役
立
て
る
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す
。

ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所
の
都
市
生
活
者
意

識
調
査
結
果
を
興
味
の
入
口
と
し
て
、

デ
ー
タ
や
事
象
を
「
個
人
の
暮
ら
し
」
に

役
立
て
る
試
み
の
コ
ラ
ム
で
す
。
仕
事
の

こ
と
は
し
ば
ら
く
忘
れ
「
自
分
の
人
生
や

世
間
と
の
間
柄
を
ち
ょ
っ
と
よ
く
す
る
」

視
点
で
数
字
に
表
れ
る
人
の
意
識
と
向
か

い
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
思
い
あ
た
る
節
が
あ
る
」
と
か
「
同

じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
ひ
と
は
意
外
と
少

な
い
」
と
か
「
自
分
と
同
じ
よ
う
に
考
え

て
い
る
人
は
多
い
が
果
た
し
て
そ
れ
で
い

い
の
か
な
」
と
か
、
何
か
気
づ
く
こ
と
が

あ
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

『
都
市
生
活
者
』
。
人
が
多
く
集
ま
る

場
所
に
住
み
、
そ
こ
に
は
楽
し
い
交
流
も

あ
れ
ば
面
倒
く
さ
い
摩
擦
も
、
無
関
心
も

あ
る
。
情
報
や
商
品
が
集
ま
り
、
活
発
に

交
換
が
行
わ
れ
る
。
お
金
が
溢
れ
て
い
る

い
る
人
と
貧
困
に
苦
し
む
人
が
交
差
点
で

す
れ
ち
が
う
。
喜
劇
も
あ
れ
ば
悲
劇
も
あ

る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
描
か
れ
る
都
市

生
活
は
い
つ
も
美
し
い
。
で
も
日
々
の
現

実
は
も
っ
と
切
実
で
あ
っ
た
り
、
退
屈
で

あ
っ
た
り
も
す
る
。

『
生
活
』
と
は
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
。

私
た
ち
は
賢
者
と
愚
者
の
間
を
い
っ
た
り

き
た
り
し
な
が
ら
生
き
る
営
み
を
続
け
る
。

そ
し
て
よ
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
い

つ
も
「
他
者
」
の
声
の
中
に
あ
る
。
そ
の

ひ
と
つ
が
数
字
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
「
暮

ら
し
の
調
べ
」
。

お
読
み
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
個
人
の

暮
ら
し
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
主
に
使
用
す
る
デ
ー
タ
、
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所
「
都
市
生
活
者
意
識
調
査
２
０
２
０
」
の
調
査
要
領

○
調
査
対
象
：
東
京
３
０
ｋ
ｍ
圏
在
住
の
満
１
８
歳
～
７
９
歳
一
般
男
女
〇
標
本
数
（
有
効
回
答
数
）
：
１
４
６
５
サ
ン
プ
ル

〇
調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

〇
調
査
時
期
：
２
０
２
０
年
１
０
月
２
１
日
～
１
１
月
１
０
日

〇
調
査
項
目
：
右
の
四
角
に
囲
ま
れ
た
生
活
分
野
の
現
在
と
意
識

○
標
本
抽
出

(

株)

イ
ン
テ
ー
ジ

マ
イ
テ
ィ
モ
ニ
タ
ー



収
入
階
層
で
み
る
意
識
の
差
。

格
差
・
階
級
・
分
断
・
連
鎖
。

調
査
結
果
を
も
っ
て
右
に
記
し
た
現
在
の
社
会

の
問
題
を
語
る
の
は
荷
が
重
い
。
し
か
し
、
特
集

発
想
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
。
世
代
間
格
差
、
教

育
格
差
、
職
業
格
差
・
・
。
多
く
の
格
差
は
人
の

経
済
基
盤
の
差
と
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
し
て
機
会

の
平
等
が
損
な
わ
れ
た
社
会
で
は
そ
の
差
が
固
定

化
し
豊
か
さ
と
貧
困
は
連
鎖
す
る
。
自
ら
の
属
す

る
階
級
の
外
側
へ
の
無
理
解
は
分
断
を
生
む
。

コ
ロ
ナ
禍
は
存
在
し
て
い
た
格
差
を
あ
ら
わ
に

し
た
。
一
方
で
「
実
力
も
運
の
う
ち
・
能
力
主
義

は
正
義
か
？
」
（
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
著
）
の

よ
う
に
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
経
済
的
勝
者

が
実
力
に
よ
っ
て
現
在
の
地
位
を
得
た
と
い
う
驕

り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
批
判
に
も
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
と
も
に
同
じ
社
会
を
生
き

る
他
者
理
解
の
一
歩
と
し
て
、
収
入
階
層
に
着
目

し
、
気
持
ち
の
在
り
よ
う
は
ど
の
よ
う
な
数
値
の

差
と
し
て
出
現
す
る
の
か
を
、
以
下
追
っ
て
い
く
。

収
入
階
層
別
の
標
本
特
性
と
手
法
。

分
析
手
法
は
「
年
間
世
帯
収
入
（
年
金
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
含
む
）
」
を
表
側
と
し
た
単
純

ク
ロ
ス
集
計
だ
。
回
答
を
得
た
９
９
９
名
（
全
体

１
４
６
５
名
の
約
７
割
）
が
対
象
と
な
る
。

上
の
表
は
そ
の
標
本
特
性
を
収
入
階
層
別
に
示

し
て
い
る
。
同
じ
収
入
水
準
の
世
帯
で
も
世
帯
員

数
や
構
成
が
異
な
れ
ば
生
活
水
準
も
異
な
る
の
で

一
人
当
た
り
の
額
を
考
慮
す
べ
き
だ
が
複
雑
と
な

る
の
で
今
回
は
世
帯
収
入
を
採
用
し
た
。

６
段
階
に
分
け
た
収
入
階
層
と
そ
の
標
本
特
性

を
み
る
と
、
未
既
婚
、
世
帯
構
造
、
職
種
、
雇
用

形
態
、
学
歴
な
ど
、
階
層
間
で
属
性
の
傾
向
の
違

い
が
表
れ
て
い
る
。

数
値
の
詳
細
は
最
終
頁
の
一
覧
表
を
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

特
集

第五回特集 収入階層でみる意識の差

第五回は「都市生活者意識調査」を基に、
「年間世帯収入階層別」に生活者を捉え、
その生活意識や実態に表れる差を探る。
世帯収入額の回答を得たのは９９９名。
生活満足度や幸福度に差はあるのか。
生活分野への興味・関心度に違いはあるのか。
仕事、健康、社会への期待・・。
数字の裏側に潜む、
日本社会の現在を重ね合わせながら、
今回も心の声に耳を傾けていきたい。

年間世帯収入
収入階層別標本特性/都市生活者意識調査２０２０

（★全体と比較して構成比が10%以上高い属性・★その他特徴）

★18－29歳　★未婚　★一人暮らし/単身世帯　★パート･アルバイト ★無職･その他

★中･高校卒　★金融資産200万円未満･ほとんどない　★2世代世帯（親と）

★70歳代　★未婚　★一人暮らし/単身世帯

★無職･その他　★中･高校卒　★金融資産200万円未満＋ほとんどない

★30代、既婚、事務・技術系 、正規社員、大学･大学院卒が多い

★金融資産は200万円未満から1000万～5000万未満まで分散

★既婚　★事務･技術系　★正規社員　★金融資産1000万～5000万未満

★40歳代、既婚、3人以上の2世代世帯（子と）、大学･大学院卒が多い

★既婚　★３人以上世帯　★金融資産1000万～5000万未満

★40歳代、２世代世帯（子と）、事務・技術系、正規社員、大学･大学院卒が多い

★既婚 ★3人以上の２世代世帯（子と)★管理職･役員･自営★正規社員★大学･大学院卒

★金融資産1000万～5000万未満 　★男性、50歳代、金融資産5000万以上が多い
1000万以上

200万未満

200万～

400万未満

400万～

600万未満

600万～

800万未満

800万～

1000万未満



を
得
ら
れ
る
層
は
当
然
あ
る
も
の
の
「
お
金
の

多
寡
」
と
「
自
己
肯
定
感
」
の
関
連
の
強
さ
を

感
じ
さ
せ
る
。

公
的
デ
ー
タ
に
み
る
世
帯
収
入
別
満
足
度
。

内
閣
府
が
実
施
し
た
「
満
足
度
・
生
活
の
質

に
関
す
る
調
査
報
告
」
（
全
国
の
約
１
万
人
）

で
も
年
収
の
増
加
に
応
じ
て
「
総
合
主
観
満
足

度
」
が
上
昇
す
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
こ
ち

ら
で
は
世
帯
年
収
３
０
０
万
円
が
上
昇
の
境
と

な
っ
て
い
る
（
そ
れ
以
降
に
比
し
て
上
昇
幅
が

大
き
い
）
。
ま
た
、
１
億
円
以
上
の
高
収
入
ま

で
階
層
別
比
較
を
し
て
い
る
中
で
、
３
千
万
円

以
上
か
ら
満
足
度
が
低
下
へ
と
転
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
お
金
が
多
く
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
幸
福
や
満
足
を
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が

一
定
の
お
金
が
あ
る
こ
と
が
不
幸
や
不
満
を
回

避
す
る
力
と
な
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

生
活
満
足
度
と
幸
福
感
の

世
帯
収
入
階
層
比
較
。

現
在
の
生
活
に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
と

い
え
る
ふ
た
つ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
か
ら

み
え
て
く
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
。

第五回特集 収入階層でみる意識の差

生
活
満
足
度
、
幸
福
感
と
も
に
収
入
が
多
い
ほ

ど
高
ま
る
。
ま
た
、
高
ま
る
階
層
の
境
が
あ
る
。

幸
福
感
の
６
０
点
か
ら
８
０
点
を
「
や
や
幸

福
」
と
読
み
直
す
と
、
両
者
の
収
入
階
層
別
評

価
は
絵
柄
的
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
６
０
０
万
円
を
境
と
し
た
満
足

度
と
点
数
の
上
昇
度
合
い
が
大
き
い
。
ち
な
み

に
全
国
の
平
均
所
得
と
所
得
の
中
央
値
は
４
０

０
万
円
～
６
０
０
万
円
未
満
の
幅
に
納
ま
る
。

収
入
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
生
活
満
足
や
幸
福
感

生
活
満
足
度
と
幸
福
感
、
そ
の
評
価
の
前
提
。

「
あ
な
た
は
現
在
の
生
活
に
ど
の
程
度
満
足

し
て
い
ま
す
か
」
。
生
活
満
足
度
は
こ
の
質
問

か
ら
得
ら
れ
た
結
果
だ
。
一
方
、
幸
福
感
の
質

問
は
「
理
想
と
考
え
る
幸
せ
感
、
幸
福
感
を
百

点
満
点
と
す
る
と
現
在
の
自
分
は
何
点
く
ら
い

と
感
じ
ま
す
か
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
主
観
的
、

直
観
的
な
自
己
評
価
を
求
め
て
い
る
。
基
準
は

人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
両
者
の

違
い
を
解
釈
し
た
定
義
仮
説
を
初
め
に
示
す
。

生
活
満
足
度
＝
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に

不
足
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
度
合
い
。
や
や
客

観
的
、
現
在
的
評
価
。
所
得
水
準
の
影
響
大
。

幸
福
感
＝
暮
ら
し
の
集
合
と
し
て
の
人
生
に
心

が
満
ち
足
り
て
い
る
度
合
い
。
感
情
的
。
過
去

未
来
展
望
な
ど
時
間
軸
を
含
む
現
在
評
価
。



生
活
分
野
別
興
味･

関
心

と
、
そ
の
満
足
度
比
較
。

衣
食
住
は
じ
め
、
生
活
分
野
へ
の
関
心

を
実
現
へ
と
導
く
た
め
に
は
消
費
行
動
が

不
可
分
と
な
る
。
そ
の
元
と
な
る
収
入
の

差
は
生
活
分
野
へ
の
関
心
や
満
足
の
差
と

し
て
表
れ
て
い
る
。

「
興
味･

関
心
」
も
「
満
足
」
も
高
収
入
層
の
ほ

う
が
総
じ
て
高
い
。

全
体
に
共
通
し
て
「
食
」
「
健
康
」
「
遊
び
・

余
暇
」
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
い
。
そ
し
て

い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
高
収
入
層
が
低
収
入

層
を
上
回
り
、
満
足
度
に
お
い
て
そ
の
差
は
広
が

る
。
そ
れ
は
消
費
力
の
差
と
し
て
理
解
で
き
る
。

で
は
興
味
・
関
心
段
階
で
収
入
に
よ
る
差
が
で
る

の
は
何
故
だ
ろ
う
。
実
現
が
期
待
で
き
な
い
事
に

は
関
心
を
持
た
な
い
と
い
う
あ
き
ら
め
が
低
収
入

層
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
し
た
ら
問
題
だ
。
世
帯

収
入
と
生
活
余
力
が
仮
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
あ

り
う
る
心
の
動
き
で
あ
る
。

関
心
・
満
足
ギ
ャ
ッ
プ
に
み
る
「
健
康
格
差
」
。

左
の
図
は
満
足
度
か
ら
興
味
・
関
心
度
を
減

じ
た
「
関
心
・
満
足
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
示
し
て
い

る
。
満
足
度
ス
コ
ア
が
興
味
・
関
心
を
下
回
っ

て
い
る
と
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
関
心
が
高
い
分

「
健
康
」
と
「
遊
び
・
余
暇
」
は
い
ず
れ
の
層

も
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
幅
の
階
層
差
は

「
健
康
」
に
お
い
て
大
き
い
。
食
事
や
運
動
、

医
療
費
な
ど
健
康
に
も
金
は
か
か
る
。
ま
た
健

康
面
は
収
入
を
得
る
仕
事
へ
の
影
響
も
大
き
い
。

「
健
康
格
差
」
の
存
在
が
う
か
が
え
る
。

第五回特集 収入階層でみる意識の差



第五回特集 収入階層でみる意識の差

健
康･

仕
事･

コ
ロ
ナ
禍
。

同
じ
社
会
を
生
き
る
人
々
の
生
活
を
め
ぐ

り
、
健
康
と
仕
事
の
現
実
を
コ
ロ
ナ
禍
は
炙

り
出
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
も
そ
の
一
端
は

垣
間
見
え
る
。

単
身
、
無
職
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
多

い
の
が
特
徴
だ
。
後
者
に
は
リ
タ
イ
ア
後
の
高

齢
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
共
通
す
る
の
は

無
職
ま
た
は
非
正
規
雇
用
、
単
独
世
帯
の
人
た

ち
が
多
い
こ
と
だ
。

仕
事
は
私
生
活
の
充
実
に
寄
与
す
る
も
の
と
い

う
見
方
、
収
入
を
得
る
手
段
と
い
う
見
方
。

「
仕
事
に
対
す
る
意
識
」
を
収
入
階
層
比
較

で
み
た
と
き
、
そ
の
差
が
大
き
か
っ
た
の
が
左

図
に
示
す
２
項
目
で
あ
る
。

意
味
と
し
て
は
表
裏
一
体
の
も
の
と
い
え
る
。

生
活
の
ゆ
と
り
や
、
安
定
の
有
る
無
し
な
ど
、

自
ら
の
現
実
に
起
因
す
る
見
方
の
違
い
を
う
か

が
わ
せ
る
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
な
仕
事
は
限
ら
れ
る

と
い
う
当
た
り
前
で
切
実
な
仕
事
の
現
実
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
時
差
通
勤
行
動
率
は
、

１
０
０
０
万
円
以
上
層
で
顕
著
に
高
い
。
こ
の

層
の
特
徴
は
、
男
性
、
正
規
社
員
、
事
務
・
技

術
職
・
管
理
職
等
が
多
い
こ
と
だ
。
現
場
に
赴

か
ね
ば
な
ら
ぬ
労
務
職
は
感
染
リ
ス
ク
を
負
い

な
が
ら
仕
事
を
し
、
非
正
規
は
雇
用
調
整
の
対

象
に
な
り
や
す
い
環
境
に
お
か
れ
る
。
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
言
葉
が
浮
上
し
そ

の
仕
事
へ
の
尊
敬
が
再
認
識
さ
れ
る
一
方
、
感

染
リ
ス
ク
格
差
、
雇
用
格
差
に
も
気
付
か
さ
れ

る
こ
の
一
年
で
あ
っ
た
。
左
の
グ
ラ
フ
も
そ
の

一
端
を
表
現
し
て
い
る
。

低
収
入
層
ほ
ど
健
康
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

健
康
に
問
題
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
の
率
は

低
年
収
層
ほ
ど
低
く
、
高
収
入
層
ほ
ど
高
い
傾
向

に
あ
る
。
２
０
０
万
未
満
の
属
性
は
２
０
代
、
単

身
、
無
職
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
く
、
そ

の
ひ
と
つ
上
の
層
の
属
性
は
、
２
０
代
・
７
０
代
、



「
あ
り
た
い
社
会
像
と

生
き
方･

暮
ら
し
方
」
。

収
入
階
層
間
の
数
字
に
差
が
表
れ
て
い
も
の

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
読
み
取

れ
る
未
来
の
眺
め
の
異
な
り
を
考
え
る
。

第五回特集 収入階層でみる意識の差

「
安
定
し
た
収
入
や
雇
用
」
を
、
社
会
の
在
り

方
や
保
障
に
求
め
る
か
、
個
人
の
努
力
と
能
力

で
獲
得
す
る
も
の
と
考
え
る
か
。
こ
の
よ
う
な

違
い
も
数
字
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
あ
る
だ
ろ

う
。
多
様
な
考
え
方
は
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。

そ
れ
を
も
っ
て
分
断
と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し

自
ら
の
現
状
を
肯
定
し
、
他
者
の
事
情
や
心
情

を
慮
ら
ず
否
定
す
る
な
ら
分
断
の
芽
と
な
る
。

ま
た
現
状
の
差
が
ス
タ
ー
ト
地
点
の
差
（
家
庭

環
境
や
学
歴
な
ど
既
得
権
益
）
な
ら
ば
固
定
の

芽
と
な
る
。
自
戒
を
込
め
て
言
う
が
人
は
自
分

や
似
た
よ
う
な
環
境
に
あ
る
周
囲
の
人
た
ち
か

ら
つ
い
社
会
を
み
て
し
ま
う
。
情
報
選
択
し
か

り
だ
。
他
者
へ
の
想
像
力
が
求
め
ら
れ
る
。

安
定
し
た
収
入
、
富
裕
で
な
く
と
も
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
。

そ
の
是
非
は
？

左
図
に
示
し
た
二
つ
の
社
会
像
へ
の
収
入
階
層

に
よ
る
望
み
の
差
は
自
ら
の
現
状
を
色
濃
く
反
映

し
て
い
る
。
そ
し
て
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
読

み
取
れ
る
の
が
内
在
す
る
分
断
と
固
定
の
芽
だ
。

家
族･

友
人
と
の
楽
し
い
暮
ら
し
は
誰
の
も
の
？

「
家
族
や
友
人
と
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
」
率
が

２
０
０
万
円
未
満
な
ど
の
低
収
入
層
で
低
い
要

因
は
属
性
に
占
め
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
え

る
。
若
者
と
高
齢
者
、
単
身
居
住
者
、
未
婚
者

の
構
成
比
が
高
い
か
ら
だ
。
６
０
０
万
円
以
上

の
層
は
２
世
代
世
帯
（
子
ど
も
同
居
）
が
多
く

家
族
の
存
在
感
が
大
き
い
。
「
他
人
や
会
社
に

干
渉
さ
れ
ず
」
は
や
は
り
単
身
居
住
者
の
多
い

２
０
０
万
円
未
満
が
約
４
割
と
高
い
。
「
人
並

み
に
生
き
た
い
」
を
短
絡
的
に
考
え
れ
ば
、
ま

さ
に
収
入
で
人
並
み
を
実
現
し
て
い
る
層
と
そ

れ
を
望
む
低
収
入
層
で
高
い
。
こ
こ
ま
で
見
て

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
聞
い
て
い
る
の
は
考

え
方
だ
。
未
婚
、
単
身
、
人
並
み
。
自
ら
欲
し

て
選
択
し
た
現
在
が
反
映
さ
れ
て
い
る
場
合
は

全
く
問
題
な
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
ど
う
か
。

未
来
や
希
望
を
見
失
っ
て
い
な
い
事
を
願
う
。



平
均
所
得
金
額
以
下
の
世
帯
が
約
６
割
を
占
有
。

一
世
帯
あ
た
り
の
所
得
金
額
を
低
い
も
の
か

ら
高
い
も
の
へ
と
順
に
並
べ
、
そ
の
相
対
度
数

を
み
た
の
が
一
番
上
の
図
だ
。
２
０
０
万
円
台
、

３
０
０
万
円
台
、
１
０
０
万
円
台
の
順
で
高
い

こ
と
が
わ
か
る
。
平
均
所
得
金
額
は
５
５
２
万

円
と
な
る
が
、
平
均
以
下
の
世
帯
が
約
６
割
、

所
得
額
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
中
央
値
は
下
が

り
４
３
７
万
円
と
な
る
。
高
額
所
得
層
が
平
均

値
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
１
千
万
円

以
上
の
世
帯
は
合
算
す
る
と
１
２
・
１
％
。

世
帯
主
年
代
別
平
均
額
は
５
０
代
の
７
５
６
万

円
が
最
も
高
く
２
９
歳
以
下
３
６
２
万
円
が
最

も
低
い
。
７
０
歳
以
上
が
３
９
４
万
円
で
続
く
。

６
・
５
人
に
一
人
が
相
対
的
貧
困
層
。

特
に
深
刻
な
の
は
ひ
と
り
親
世
帯
の
窮
状
。

生
活
水
準
や
貧
困
の
度
合
い
を
み
る
上
で
、

初
め
に
言
葉
の
定
義
と
算
出
法
を
確
認
し
よ
う
。

等
価
可
処
分
所
得
＝
手
取
り
収
入
を
世
帯
人
数

の
平
方
根
で
割
り
、
同
居
に
よ
る
一
人
当
た
り

支
出
の
軽
減
な
ど
を
調
整
し
た
額
。

相
対
的
貧
困
率
＝
等
価
可
処
分
所
得
の
中
央
値

の
半
分
に
満
た
な
い
人
の
割
合
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

先
進
国
貧
困
率
算
出
基
準
。
日
本
の
相
対
貧
困

率
は
Ｇ
７
先
進
国
の
中
で
は
米
国
に
次
ぐ
水
準
。

「
等
価
可
処
分
所
得
金
額
中
央
値
」
は
１
９
９

７
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
下
降
、
「
相
対
的
貧
困

率
」
は
１
９
８
５
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け

て
急
激
に
上
昇
、
２
０
１
２
年
に
は
１
６
％
に

達
し
て
い
る
。
バ
ブ
ル
か
ら
デ
フ
レ
へ
移
行
し

た
経
済
環
境
、
高
齢
者
率
の
増
加
、
単
独
世
帯

の
増
加
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
な
ど
様
々
な
要

因
が
重
な
る
。
近
年
や
や
持
ち
直
し
て
い
る
よ

う
に
も
み
え
る
が
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
う
。

母
子
家
庭
を
主
と
し
た
ひ
と
り
親
世
帯
（
約

１
４
０
万
世
帯
）
の
相
対
的
貧
困
率
は
深
刻
だ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
３
２
・
５
％
と
比
し
て
も
高

い
水
準
と
な
る
。
不
安
定
で
低
賃
金
の
就
労
や

養
育
費
の
不
払
い
も
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

お
り
法
制
審
議
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

第五回特集 収入格差と意識の差

所
得
階
層
・
相
対
的
貧
困
率

各
種
デ
ー
タ
や
知
見
を
も
と
に
、
私
た
ち
の
社
会
に
存
在
す
る
様
々
な
階
層
や
格
差
の

現
在
を
確
認
し
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
生
活
者
意
識
の
背
景
を
探
る
。

第
二
特
集

所
得
・
格
差
。
お
金
を
巡
る
生
活
者
の
現
在
。

80代
90代
100歳

課題
対応

現実
変化

人生の後半戦も、７０代でまだ半分。長い人生に備えながら、
明日死んでも悔いのないように過ごす。この難問に楽しく挑む。

意識



非
正
規
雇
用
労
働
者
の
増
加
と
待
遇
差

日
本
社
会
の
格
差
拡
大
の
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
非
正
規
雇
用
者
拡
大
と
そ
の
所
得
格
差
が

挙
げ
ら
れ
る
。
１
９
９
０
年
代
に
入
り
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
就
職
氷
河
期
に
雇
用
の
不
安
定
な
非

正
規
雇
用
は
急
速
に
増
え
、
そ
の
後
の
デ
フ
レ

経
済
下
で
増
え
続
け
、
約
４
割
を
構
成
、
女
性

に
お
い
て
は
６
割
弱
に
至
っ
て
い
る
（
上
右

図
）
。
正
規
、
非
正
規
の
格
差
は
給
与
格
差
に

表
れ
て
い
る
（
上
左
図
）
。
賃
金
格
差
に
加
え
、

企
業
が
経
営
不
振
に
陥
っ
た
際
に
雇
用
打
ち
切

り
の
対
象
と
な
り
や
す
く
、
社
会
保
険
制
度
や

教
育
訓
練
の
面
で
も
差
が
生
じ
る
。
非
正
規
雇

用
は
共
働
き
や
、
高
齢
者
雇
用
、
働
き
方
の
選

択
機
会
を
広
げ
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
年
功
序

列
賃
金
制
を
含
む
正
社
員
と
の
生
涯
所
得
差
は

現
役
世
代
の
世
帯
主
（
単
身
者
や
母
子
世
帯
を

含
む
）
に
と
っ
て
現
在
の
み
な
ら
ず
将
来
へ
の

不
安
を
増
幅
さ
せ
る
。

第五回特集 収入格差と意識の差

第
二
特
集

学
歴
社
会
と
い
う
現
実
。
階
層
固
定
を
生
み
出

す
教
育
格
差
。

雇
用
形
態
や
職
業
に
よ
る
所
得
の
差
が
あ
っ

て
も
、
平
等
な
機
会
に
基
づ
く
階
層
間
の
流
動

性
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
希
望
が
持
て
る
。
だ
が

現
実
は
異
な
る
側
面
を
持
つ
。
下
右
図
は
学
歴
、

年
齢
階
級
別
賃
金
を
高
校
、
大
学
、
大
学
院
卒

で
み
た
も
の
だ
。
学
歴
間
の
賃
金
差
は
５
５
～

５
９
歳
に
至
る
ま
で
年
齢
と
と
も
に
広
が
る
。

そ
し
て
６
０
歳
以
降
も
賃
金
差
が
維
持
さ
れ
る
。

学
歴
が
職
業
、
職
種
、
雇
用
形
態
に
影
響
を

及
ぼ
し
賃
金
差
に
表
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

仮
に
社
会
で
の
実
力
は
学
歴
に
伴
う
能
力
で
獲

得
し
た
も
の
だ
と
し
て
、
そ
の
獲
得
機
会
は
平

等
か
。
教
育
に
は
金
が
か
か
る
。
年
収
の
高
い

世
帯
に
育
っ
た
子
は
一
般
的
に
教
育
機
会
に
恵

ま
れ
て
い
る
（
下
左
図
）
。
そ
の
結
果
、
子
が

高
学
歴
、
高
所
得
を
得
る
な
ら
ば
教
育
費
の
格

差
が
所
得
階
層
の
固
定
を
生
み
出
す
事
に
な
る
。

第
二
特
集

所
得
・
格
差
。
お
金
を
巡
る
生
活
者
の
現
在
。

雇
用
形
態
・
学
歴



第五回特集 収入格差と意識の差

第
二
特
集

金
融
資
産
・
階
級
社
会

超
富
裕
層
が
増
え
、
そ
の
金
融
資
産
は
さ
ら
に

増
え
る
。

６
・
５
人
に
ひ
と
り
の
相
対
的
貧
困
層
が
存

在
す
る
一
方
で
大
金
持
ち
は
増
え
て
い
る
。

野
村
総
合
研
究
所
で
は
世
帯
の
純
金
融
資
産
額

（
金
融
資
産
合
計
額
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た

額
）
を
推
計
し
、
保
有
額
に
よ
る
階
層
区
分
を

し
た
上
で
そ
の
規
模
を
公
表
し
て
い
る
（
上
の

表
）
。
超
富
裕
層
と
富
裕
層
を
合
算
す
る
と
全

体
の
約
２
・
５
％
の
世
帯
が
２
１
・
４
％
の
資

産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
１
０

年
前
と
比
較
す
る
と
超
富
裕
層
は
５
万
世
帯
か

ら
８
・
７
万
世
帯
へ
と
１
・
７
４
倍
増
加
し
、

資
産
額
は
２
・
１
５
倍
だ
。
資
産
額
の
増
加
率

は
上
の
階
層
ほ
ど
高
い
。

金
融
広
報
委
員
会
の
調
べ
に
よ
る
と
単
身
世

帯
の
約
３
６
％
、
二
人
以
上
世
帯
の
約
１
６
％

は
金
融
資
産
に
よ
る
将
来
の
備
え
ゼ
ロ
と
い
う

現
実
が
一
方
に
あ
る
。
同
じ
社
会
の
話
で
あ
る
。

富
裕
層
が
資
産
を
増
や
し
や
す
い
ひ
と
つ
の

要
因
は
給
与
所
得
に
比
べ
、
利
子
、
配
当
、
株

式
譲
渡
な
ど
の
資
本
所
得
を
優
遇
し
て
い
る
日

本
の
所
得
税
制
に
あ
る
。
仮
に
１
０
０
億
円
の

所
得
が
あ
っ
た
と
し
て
も
所
得
申
告
の
内
容
が

全
て
資
本
所
得
（
申
告
区
分
「
他
の
区
分
に
該

当
し
な
い
所
得
」
）
な
ら
ば
１
５
０
０
万
～
２

０
０
０
万
円
の
給
与
所
得
者
と
ほ
ぼ
同
水
準
の

税
負
担
率
と
な
る
。
資
本
所
得
税
の
累
進
制
が

議
論
さ
れ
る
所
以
だ
。

所
得
・
格
差
。
お
金
を
巡
る
生
活
者
の
現
在
。

人数 全就業者比率 世帯平均年収 収入減少者率 貧困率

（2019年比）

資本家階級 219万人 3.5% 1100万円 27.1% 7.5%

従業員5人以上の企業の経営者・役員

新中間階級 1450万人 22.8% 816万円 19.6% 5.2%

被雇用の管理職・専門職・上級事務職

正規労働者 2194万人 34.5% 644万円 24.8% 9.5%

被雇用の単純事務職・販売職・　

サービス職・マニュアル労働者

（旧中間階級） 751万人 11.8% 678万円 35.3% 20.4%

自営業者・家族経営従事者

アンダークラス 913万人 14.4% 393万円 30.0% 38.0%

パート主婦以外の正規労働者

※パート主婦 （826万人） 13.0%

早稲田大学・橋本健二教授「新・日本の階級社会」分類による新・階層

出典 数値は週刊ダイヤモンドが橋本教授より提供を受け2021年9月11日号に掲載されたものから一部を引用した

世帯の全金融資産保有額 ２０１９年
世帯構成比

（%）

金融資産

構成比

（%）

世帯当り額

（万円）

2009年

額と世帯数

2019/

2009

伸長率

超富裕層 ９７兆円 45兆円 2.15

（５億円以上） （8.7万世帯） 0.161 6.242 111,494 5万世帯 1.74

富裕層 ２３６兆円 150兆円 1.57

（１億円以上５億円未満） （124.0万世帯） 2.296 15.187 19,032 79.5万世帯 1.55

準富裕層 ２５５兆円 181兆円 1.41

（5000万円以上1億円未満） （341.8万世帯） 6.327 16.409 7,461 269.8万世帯 1.26

アッパーマス層 ３１０兆円 225兆円 1.37

（3000万円以上5000万円未満） （712.1万世帯） 13.181 19.949 4,353 639.2万世帯 1.11

マス層 ６５６兆円 480兆円 1.36

（3000万円未満） （4215.7万世帯） 78.035 42.213 1,556 4015.8万世帯 1.05

野村総合研究所が国税庁、総務省など各種統計とNRI各種調査から推計 （野村総合研究所推計値から算出）

純金融資産保有額の階層別にみた保有資産規模と世帯数

野村総合研究所2019年データ

「
格
差
」
か
ら
「
階
級
社
会
」
へ
と
い
う
視
点
。

か
つ
て
一
億
総
中
流
社
会
と
い
わ
れ
た
日
本

の
中
で
徐
々
に
格
差
が
ひ
ろ
が
り
、
「
格
差
社

会
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
浸
透
し
て
か
ら
久
し

い
。
し
か
し
２
０
１
８
年
に
発
行
さ
れ
た
橋
本

健
二
（
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授
）

著
「
新
・
日
本
の
階
級
社
会
」
の
中
で
著
者
は

日
本
社
会
を
「
も
は
や
『
格
差
社
会
』
な
ど
と

い
う
生
ぬ
る
い
言
葉
で
形
容
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
『
階
級
社
会
』
で
あ

る
。
（
中
略
）
各
階
級
の
違
い
が
大
き
く
、
そ

の
違
い
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
よ
う
な
社
会
の

こ
と
を
階
級
社
会
と
い
う
」
と
し
た
上
で
、
官

公
庁
の
統
計
や
社
会
調
査
デ
ー
タ
か
ら
様
々
な

現
実
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
現
代
日
本

の
階
級
構
成
を
提
示
し
て
い
る
（
右
表
参
照
）
。

改
め
て
思
う
。
収
入
・
職
業
・
性
・
学
歴
・

世
代
間
・
教
育
・
健
康
な
ど
の
格
差
、
そ
し
て

親
の
富
や
貧
困
が
子
に
引
き
継
が
れ
階
層
が
固

定
化
す
る
な
ど
、
様
々
な
要
素
が
複
合
的
に
絡

ま
り
合
い
階
級
化
し
た
社
会
に
私
た
ち
は
生
き

て
い
る
。
そ
し
て
「
意
識
」
に
も
格
差
の
影
は

及
ぶ
。
そ
の
是
非
を
論
じ
る
前
に
、
も
っ
と
事

実
を
知
り
、
ひ
と
り
の
生
活
者
と
し
て
「
見
え

て
い
な
い
他
人
」
を
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
よ
う
と
切
に
思
う
。
（
了
）



200万未満
200万～

400万未満

400万～

600万未満

600万～

800万未満

800万～

1000万未
1000万以上

男性 54.5 48.1 50.0 54.5 52.6 55.4 64.3

女性 45.5 51.9 50.0 45.5 47.4 44.6 35.7

18－29歳 17.5 28.6 20.6 19.6 9.9 13.7 15.5

30歳代 19.0 10.4 14.5 24.3 24.3 22.3 14.3

40歳代 20.7 13.0 13.6 19.6 25.0 28.1 25.6

50歳代 17.4 24.7 11.0 13.6 19.7 16.5 26.8

60歳代 11.0 13.0 12.3 8.1 10.5 10.1 13.7

70歳代 14.3 10.4 28.1 14.9 10.5 9.4 4.2

未婚 36.5 64.9 47.4 42.6 23.7 25.2 21.4

既婚（死別・離別含む） 63.5 35.1 52.6 57.4 76.3 74.8 78.6

一人暮らし 27.6 59.7 45.2 32.3 17.1 10.8 6.0

２人 32.7 28.6 34.2 32.3 37.5 34.5 27.4

3人以上 39.6 11.7 20.6 35.4 45.5 54.7 66.7

単身世帯 27.6 59.7 45.2 32.3 17.1 10.8 6.0

夫婦世帯 26.3 13.0 25.0 26.8 33.6 28.8 25.0

二世代（子・孫と） 26.8 9.1 13.6 20.4 36.2 36.7 45.2

二世代（親・祖父母） 11.7 13.0 10.1 12.8 9.2 12.9 13.1

三世代世帯 4.7 0.0 2.2 3.8 2.6 9.4 9.5

事務・技術系 36.5 13.0 26.8 39.1 48.0 41.0 42.9

サービス・労務系 17.7 16.9 18.4 23.0 15.8 18.0 11.3

管理職・役員・自営 10.8 5.2 8.3 7.7 6.6 9.4 26.2

専業主婦（夫） 15.6 7.8 15.4 18.3 19.7 17.3 10.7

生徒・学生 3.6 15.6 2.6 1.3 0.7 5.0 4.2

無職・その他 15.7 41.6 28.5 10.6 9.2 9.4 4.8

正規社員 70.4 15.3 54.0 73.2 80.5 77.3 80.9

契約・嘱託社員 6.0 3.8 7.2 7.6 1.9 8.2 5.0

派遣社員 2.8 3.8 9.7 1.3 2.8 0.0 0.0

パート・アルバイト 18.0 76.9 25.8 14.0 12.0 13.4 11.7

在学中 0.9 1.3 0.4 0.9 0.0 1.4 1.8

中・高校卒 27.6 52.0 37.7 29.8 18.5 22.3 12.5

専門・専修・短大・高専卒 19.6 15.6 24.1 19.6 21.1 19.4 14.3

大学・大学院卒 51.8 31.2 37.8 49.8 60.5 56.8 71.4

ほとんどない 8.2 23.4 11.0 5.5 7.8 6.6 2.3

200万円未満 21.4 48.4 30.4 22.4 17.2 11.3 5.5

200～500万円未満 17.8 6.3 24.6 24.0 18.1 12.3 8.6

500万～1000万円未満 14.1 4.7 11.0 16.9 19.8 16.0 12.5

1000万～5000万円未満 30.3 14.1 20.9 25.1 27.6 40.6 53.9

5000万円以上 8.1 3.1 2.1 6.0 9.5 13.2 17.2

項目

年間世帯収入（円）※表の数値は縦に分類内項目構成比（その他省略）

性別

年齢

999

全体

未既婚

n

999

999

999

分類

788

同居人数

世帯構成

職業

職種

就業形態

最終学歴

世帯保有

金融資産

999

999

999

632

収入階層別標本特性（ハイライフ研究所都市生活者意識調査２０２０）

第五回特集 収入格差と意識の差

（付）コラム参考文献
「実力も運のうち 能力主義は正義か？」マイケル・サンデル著（早川書房）「新・日本の階級社会」橋本健二著（講談社）
「週刊ダイヤモンド2021/9/11」（ダイヤモンド社）「『日本型格差社会』からの脱却」岩田規久男著（光文社）「格差と分断の
社会地図」石井光太著（日本実業出版社）「日本の構造５０の統計データで読む国のかたち」橘木俊詔（講談社）「貧困と社
会」西澤晃彦著（放送大学教育振興会）
・各種データ出典はグラフ図または本文内に記載


